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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端に固体撮像素子と回路基板とが内蔵され、上記挿入部内に挿通配置された
信号ケーブルの先端から引き出された信号線の可撓性被覆が先端部分だけ剥がされて上記
可撓性被覆内の導電線が剥き出しにされて、上記回路基板に設けられている接続端子部に
上記導電線が接続された電子内視鏡の先端部において、
　上記回路基板に、上記信号線の可撓性被覆が弾性変形してきつく嵌め込まれる信号線固
定溝が設けられて、その信号線固定溝内に上記接続端子部が配置され、上記可撓性被覆の
最先端縁が上記信号線固定溝内に位置する状態で、上記導電線が上記信号線固定溝内にお
いて上記接続端子部に接続されていることを特徴とする電子内視鏡の先端部。
【請求項２】
上記信号線固定溝が、上記回路基板上に間隔をあけて並んで突設された複数の突起により
形成されている請求項１記載の電子内視鏡の先端部。
【請求項３】
上記信号線固定溝が、上記回路基板に形成された凹部により形成されている請求項１記載
の電子内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は電子内視鏡の先端部に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　挿入部の先端に固体撮像素子を内蔵する電子内視鏡においては、固体撮像素子の駆動回
路等を構成する電子部品が取り付けられた回路基板が固体撮像素子の後側に隣接して配置
され、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き出された信号線の先端部分
が、その部分だけ可撓性被覆が剥がされて、回路基板に設けられた接続端子部に半田付け
等によって接続されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平１１－４７０８４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述のような従来の電子内視鏡においては、信号ケーブルの先端から引き出された信号
線の先端部分を、その部分だけ可撓性被覆を剥がしてから、回路基板の接続端子部に当て
付けた状態で半田付け接続しており、図６は、そのような信号線９１の導線９１ａが、回
路基板９３に設けられている接続端子部９４に対して良好な状態に半田付け接続された状
態を略示している。
【０００４】
　しかし、技術の進歩により固体撮像素子が小型化されるのに伴って回路基板９３が小型
化されると、半田付け作業の際に、接続端子部９４に対する信号線９１の僅かな位置ずれ
により、例えば図７に略示されるように、導線９１ａが接続端子部９４から浮き上がった
状態に半田付けされて、短期間で接続が外れてしまう等の接続不良が発生していた。
【０００５】
　そこで本発明は、回路基板の接続端子部に対して信号線の先端部分を確実かつ容易に位
置決めして半田付け等により接続することができる電子内視鏡の先端部を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端に固体撮像
素子と回路基板とが内蔵され、挿入部内に挿通配置された信号ケーブルの先端から引き出
された信号線の先端部分が、その部分だけ可撓性被覆が剥がされて、回路基板に設けられ
ている接続端子部に接続された電子内視鏡の先端部において、回路基板に、信号線の可撓
性被覆が弾性変形してきつく嵌め込まれる信号線固定溝を、接続端子部に隣接して設けた
ものである。
【０００７】
　なお、信号線固定溝が、回路基板上に間隔をあけて並んで突設された複数の突起により
形成されていてもよく、或いは、回路基板に形成された凹部により形成されていてもよい
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、信号ケーブルから引き出された信号線の先端部分が接続される接続端
子部に隣接して、回路基板に、信号線の可撓性被覆が弾性変形してきつく嵌め込まれる信
号線固定溝を設けたことにより、可撓性被覆を信号線固定溝に嵌め込み固定した状態で信
号線を接続端子部に半田付け等によって接続する作業を行うことができるので、回路基板
の接続端子部に対して信号線の先端部分を確実かつ容易に位置決めして半田付け等により
接続することができ、さらに、半田付けされた後も信号線の自由な動きが制約されるので
、半田付け部分に加わる剥離力等が低減されて、半田付け部分の耐久性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　挿入部の先端に固体撮像素子と回路基板とが内蔵され、挿入部内に挿通配置された信号
ケーブルの先端から引き出された信号線の先端部分が、その部分だけ可撓性被覆が剥がさ
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れて、回路基板に設けられている接続端子部に接続された電子内視鏡の先端部において、
回路基板に、信号線の可撓性被覆が弾性変形してきつく嵌め込まれる信号線固定溝を、接
続端子部に隣接して設ける。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図５は電子内視鏡の挿入部の先端部分を示しており、細長い可撓管状に形成された挿入
部１の最先端部分に先端部本体２が連結され、その先端部本体２の最先端面に観察窓３と
照明窓４等が配置されている。５は、照明窓４の後方に配置されているライトガイドファ
イババンドルである。
【００１１】
　観察窓３の奥の先端部本体２内には、対物光学系６が配置されていて、その対物光学系
６による被写体の投影位置に、例えばＣＣＤ（電荷結合素子）等からなる固体撮像素子７
の受光面７ａが配置されている。
【００１２】
　この実施例においては、対物光学系６の光軸と先端部本体２の軸線とが平行になるよう
にレイアウトされていて、固体撮像素子７の受光面７ａは対物光学系６の光軸に対して垂
直の向きに配置されている。
【００１３】
　そのような対物光学系６と固体撮像素子７を保持する撮像部保持枠８は、先端部本体２
に軸線と平行方向に形成された貫通孔内に嵌挿固定されていて、撮像部保持枠８内には、
固体撮像素子７の駆動回路等を構成する電子部品が取り付けられた回路基板１０が、固体
撮像素子７の後側に隣接して収容されている。１１は、固体撮像素子７から後方に延出し
て回路基板１０側に接続されたリード。１２は、リード１１の中間部分の外面に沿って配
置された絶縁板である。
【００１４】
　１５は、固体撮像素子７で撮像された内視鏡観察画像の撮像信号等を伝送するために挿
入部１内に軸線と平行方向に全長にわたって挿通配置された信号ケーブルであり、その先
端から前方に延出する複数の信号線１６の先端部分が、回路基板１０の後端付近に設けら
れた接続端子部１７に半田付け等によって接続されている。
【００１５】
　図１は、回路基板１０の接続端子部１７に信号線１６が接続される前の状態を略示して
おり、回路基板１０の表面には、接続端子部１７に接続される信号線１６の可撓性被覆１
６ｂを挟むように、複数の突起１８が間隔をあけて信号線１６の接続方向に沿う方向に並
列に並んで突出して設けられ、可撓性被覆１６ｂを挟むための信号線固定溝１９が、各々
隣り合う突起１８間の隙間によって可撓性被覆１６ｂの直径より狭く形成されている。
【００１６】
　なお、この実施例においては、各突起１８が、接続端子部１７に信号線１６が接続され
たときに可撓性被覆１６ｂを挟む位置だけでなく、それより前方の接続端子部１７の左右
位置まで設けられている。
【００１７】
　そのような接続端子部１７に接続される信号線１６は、先端部分だけ可撓性被覆１６ｂ
が剥がされて導電線１６ａが剥き出しにされ、可撓性被覆１６ｂを信号線固定溝１９に挟
み込んだ状態で導電線１６ａを接続端子部１７に半田付け等によって接続する。
【００１８】
　図２は、信号線１６の先端部分が半田付け２０により接続端子部１７に接続された状態
を略示しており、そのように導電線１６ａが接続端子部１７に半田付けされる前の段階で
、可撓性被覆１６ｂが信号線固定溝１９に挟み込まれる際には、図２におけるIII－III断
面を図示する図３に示されるように、可撓性被覆１６ｂが両側の突起１８の間で潰されて
弾性変形し、信号線固定溝１９にきつく嵌め込まれる。
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【００１９】
　その結果、導電線１６ａを接続端子部１７に半田付けする作業の際には導電線１６ａが
安定した状態に固定されているので、導電線１６ａを接続端子部１７に対して正しく位置
決めした状態で半田付け作業を行うことができる。
【００２０】
　このようにして、回路基板１０の接続端子部１７に対して信号線１６の導電線１６ａを
確実かつ容易に位置決めして半田付け等により接続することができ、また、可撓性被覆１
６ｂが信号線固定溝１９にきつく嵌め込まれていることにより、半田付けが行われた後も
信号線１６の自由な動きが制約されるので、信号線１６の半田付け２０部分に加わる剥離
力等が低減されて、半田付け２０部分の耐久性が向上する。
【００２１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図４に示されるように、
回路基板１０に形成した凹部等によって信号線固定溝１９を形成しても差し支えない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の先端部の信号線接続部の信号線接続前の状
態の略示斜視図である。
【図２】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の先端部の信号線接続部の信号線接続後の状
態の略示斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例の電子内視鏡の先端部の図２におけるIII－III断面図であ
る。
【図４】本発明の第２の実施例の電子内視鏡の先端部の断面図（第１の実施例の図３に相
当する断面図）である。
【図５】本発明の実施例の電子内視鏡の先端部の側面断面図である。
【図６】従来の電子内視鏡の先端部の良好な信号線接続部の略示斜視図である。
【図７】従来の電子内視鏡の先端部の不良な信号線接続部の略示斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　挿入部
　２　先端部本体
　７　固体撮像素子
　１０　回路基板
　１５　信号ケーブル
　１６　信号線
　１６ａ　導電線
　１６ｂ　可撓性被覆
　１７　接続端子部
　１８　突起
　１９　信号線固定溝
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